
メール： jinzai@jfa-tanzo.jp
ＦＡＸ：03-3664-6470

第1回　オンライン生産性向上支援訓練

角川 真也　講師

業務プロセスの見える化と業務改善　
－費用対効果と即効性に優れる人手不足解決方法－　

一般社団法人日本鍛造協会

主催

中堅部材メーカーにおいて間接業務の「見える化」「最小化( ム
 ダ取り＋効率化 )」「標準化」を展開。独立後は組織マネジメン
 トシステム自社構築による間接業務の生産性向上手法の普及に従
 事。『工場管理11～3月号』(日刊工業新聞社)に人手不足解決方
 法に関する特別記事を寄稿。数値データ(時間・金額)を駆使した
 科学的組織マネジメント手法による組織パフォーマンス向上を得
 意とする講師です。

ムダを発見するための

2025年5月16日（金）
10：00～17：00

オンライン開催（ZOOM使用）
参加費： 3,300円（税込）／名
定　員： 30名（先着順）

本事業は、「独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構」の委託事業として、
当協会が受託し、従業員皆様の生産性向上を目的としたセミナーを企画・実施するものです。

株式会社トータルマネジメントシステム研究所
代表取締役
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ご用意いただくもの

プログラム

 ♦注意事項♦
①　録画・録音・キャプチャー取得などによるデータ保管を禁止します。
②　受講にあたっては、下記URLより「同時双方向通信による生産性向上支援訓練利用規約」を事前にご確認ください。　　　　　　　
　　https://www.jeed.go.jp/js/jigyonushi/q2k4vk000000v87c-att/q2k4vk000003ojz1.pdf

1.業務とデータの見える化とは
（1）間接業務の見える化の必要性および効果
（2）3つの見える化（業務量のアンバランス、ムダ業務、従業員の本音 ）とその方法

受講用PC
 ※ PowerPoint を使用できる環境で受講してください。

・・・マイク付きのイヤホンのご準備をお願いいたします。
ヘッドホンセット

カメラ
・・・PC備え付けのもので結構です。

ネット環境
・・・無料Wi-Fiでのご参加はご遠慮いただきますようお願いいたします。

2.業務とデータの見える化技法
（1）部署業務の現状を見える化する
（2）会議を半減させる
（3）業務量を平準化する
（4）業務のムダを取る

3.業務プロセスの見える化と継続的改善
（1）労働生産性の継続的改善手法
（2）従業員満足度を向上させる
（3）会社を存続させる

実際の事例を通じて、業務のムダを可視化し、それを排除した際の
人件費削減効果を算出する手法について解説します！

担当者ごとの年間所要工数一覧表を基に、月ごとの業務量や担当者
間の負担を平準化する演習を行い、解説します！

さらなる労働生産性向上手法と人員流出未然防止方法について
 事例紹介を交えて解説します!


